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4 分の l 、および心外膜側 4 分の l の二ケ所に、細動脈ー毛細血管一細静脈系を設けた。また、左心













“ coronary- luminal pathway" での血流波形は，収縮期に二峯性を有する特徴的な波形を呈し，
血流の方向は，収縮期には，左心室腔から冠血管係ヘ，拡張期には，冠血管系から左心室腔への
bidirectional な流れを示し net flow として左心室腔から冠血管への流れが優勢であった。この際，
“ coronary- luminal pathway" の net flow と冠動脈総血流との比( y )は，収縮期左心室圧と大










であった。 (“coronary -luminal pathway" での血流は，収縮期に，左心室腔から冠血管系ヘ，
拡張期には，冠血管系から左心室腔への bidirectional な血液の流れがあることを示した。 (“ 
coronary - luminal pathway "の net flow は左心室腔から冠血管へ向っており，大動脈弁狭
窄，冠動脈狭窄時のような病態には，重要な血流供給路として機能することが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究の意義は，冠血流を調節する数種の力学的因子を考慮に入れた冠循環モデルを構成して，計
測することの出来ない心筋内血流を具体的に把握し，心室腔と冠血管系を連結する“coronary-
luminal pathway" の病態生理学的意義について検討を加えた点にある。このようなシミューレショ
ンの医学研究への導入は，今後，臨床面でも広く応用を期待出来るものと考える。
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